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親
鸞
が
説
く「
往
生
」は
、
現
生
か
死
後
か―

。

往
生
思
想
の
本
質
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
親
鸞

の
著
作
を
汎
く
綿
密
に
検
討
し
て
、
往
生
論
争
に

終
止
符
を
打
と
う
と
す
る
注
目
の
一
冊
。
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一
九
四
五
年
、
大
阪
府
に
生
ま
れ
る
。龍
谷
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
修
了
、宗
学
院
卒
業
。

現
在
、
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
、
本
願
寺
派
勧
学
寮
員
、
福
井
県

覺
成
寺
住
職（
福
井
教
区
若
狭
組
）。

主
な
著
書
に
、『
聖
典
読
解
シ
リ
ー
ズ
５　

正
信
偈
』、『
増
補

版　

や
わ
ら
か
な
眼
』、『
親
鸞
聖
人
の
こ
と
ば
』（
共
著
）、『
御

文
章
を
聞
く
』、『
安
心
論
題
を
学
ぶ
』、『
顕
浄
土
真
実
行
文
類

講
読
』ほ
か
、論
文
多
数
。
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